Present situation and problem of the study concerned to Eliade in his Romanian age by 佐藤  慎太郎
ルーマニア期エリアーデ研究の現状と課題
著者 佐藤  慎太郎
雑誌名 東北宗教学
巻 4
ページ 77-100
発行年 2008-12
URL http://hdl.handle.net/10097/48937
研　究　ノ　ー　ト
ルーマニア期エリアーデ研究の現状と課題
佐藤慎太郎
故郷はいかなるものも､聖なる地理を構成する｡そこから雄れた名にとって少
年時代や百年時代の街は､常に神話的な街となるo私にとってのブクレシュティ
は､尽きることのない神話のrfT心であるoそしてその神話をとおして､その其の
艇史を知ることに成功したのであるn　またそれは､私自身についてもおそらく､】'T
てはまる1｡
はじめに
MirceaEliade (1907-1986)は､ルーマニア生まれの宗教学者･小説家であ
る0第二次人戦後にフランスおよびアメリカで活躍し､良くも悪くも20世紀の
宗教学を牽引した人物として知られている｡そのため彼についての研究は､小
さいながらも宗教学における一つのジャンルとして確立されてきた2｡それは新
たな着想の原点として､あるいは宗教学の学的再考や理論的反省として格好の
題材であったということの証左ともいえる｡とはいえそれらはこれまで､フラ
ンス語･英語で著された文献が主たる対象であり､ルーマニア語文献資料や当
地での研究の参照は不充分であったと言わざるを得ないo
とはいえエリア-デが､東欧のルーマニアを出自とすることはこれまでもよ
く知られてきた｡しかし､そのルーマニア時代のエリア-デの業績や学的形成
の問題､あるいは非学問的な側面(文学､政治､伝記等)について本格的に研
1 MlrCCa Elladc, ()rdea/byLab.vr'nth, ChlCagO The UnlVerSlty OfChLCagO Press, 1982, p31
2　しばしば●7二条においてエリア-デに関するパネルやセッションが開かれることもその証左とな7,
う, (ex IAHR2000. "Thelnternat10nalEllade''後に臼　レニーの編集で薄給化､ BryanRennle(ed),
T71e lnteI･11atLOnal Eltade, New York State UnlVerSlty Of New York 2007 )
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究が始まるのは､ 1980年代を待たなければならなかった3｡そこにはルーマニア
語という言語の壁､及び第二次大戦後のルーマニアが社会主義国家体制であっ
たとともに､ N.チャウシェスク大統領の独裁的な白土独立路線によって鎖国
的な体制をとっていたことからくる資料的な問題があった｡しかし､ 70年代か
ら80年代にかけて､叩記』と『回想』の仏訳や英訳､またジャーナリスト
C-H.ロケによるインタビュー録などが次々と刊行され､エリア-デ自ら語る
ことによってルーマニア時代の活動が明らかになり､同時に関心の高まりとと
もに研究の対象となっていくことになる｡
本稿では､このあたりの事情をまとめたうえで､ルーマニア期のエリア-チ
研究の重要性とその課題を示したいと思う｡
戦間期ルーマニアと工lJア-デ4
まずは前提として､エリア-デが青年時代を過ごした戟聞期のルーマニアに
ついて説明しなければなるまい｡ルーマニアは第二次バルカン戦争と第一次世
界大戦において戦勝国側に立ち､建凶当初からのモルドヴァ､ワラキア地方に
加え､ルーマニア人が多く属住するドプロジヤ､トランシルヴァニア､ブコビ
ナ､ベッサラビア各地方を併合し､いわゆる｢人ルーマニアRomaniaMare｣
を達成したr'｡
ルーマニア民族阿家成立は希望に満ちたものであったとはいえ､これまで分
割されて支配されてきた地域を併合したことにより､国内に少数民族間題を抱
えこむことになる6｡特にユダヤ人問題は根が深く､ルーマニアの農業人口が全
3　文学者エリアーデが知られ始めるのはSecrelu/Dl,ct',ru/uLlI''nLgberA,er 『ホ一二ヒベルガー伸上の秘
密』の英訳(1970)I PevtradaMjntuleasa 『ムントr･) 1)ヤサ通りで』の独訳(1972)および仏訳(1977)
による各言詔による文学的戒功をもってしてであった(.ここには小説の言語としての､かたくなな
までのルーマニア語へのこだわり､あるいは読者として第･にL命ルーマニア人を想定していると
いう事梢があった｡
4　この節の執筆に､】'Tたっては^オツェテ7縮乳　鈴木'史郎･鈴木′'榊( 『ルーマニア史2』恒文社.
1977､及びJ Uスチャイルド, 1994,大津矧享監訳『大戦問期の東欧』 JJ水芹房. 1994を参考と
LT=(,
5 1912作と比較すると192〔)1トでは､ 21,1r'.1ユLo)領土(130177平方km-29504911;方km)と人H (7.160.682
人-15,541.424人)となりたくノ『大矧HJ期の東欧』. p284｡
6 19301F 0)lRl勢調査によると､人目18,057.028人の内､ルーマニア人719%､ハンガリー人79%､ドイ
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体の7割を越える一方で自前の中産階級を創出できないなか､金融･商業の分
野に進出して重要な位置を占めていた｡そのため都市人口ではユダヤ人が約
15%を占めるようになっていた｡
政治的には国王議会制をとっており､ 1918年の普通選挙制や1921年の農地改
革法､ 1923年の憲法改正などにより､近代化を推し進めようとした｡しかし､
1930年頃から､政治的混乱と世界恐慌の影響により農民･労働者の不満が高ま
り､社会的な不安が大きくなってゆく｡そのような状況と前後して､ C.コド
レアヌ(1899-1938)が1927年に｢大天使ミカエル軍団LegiuneaArhanghelului
MihailJを創設する70　ルーマニア北東部ヤーシで興ったこの組織は､反ユダヤ
主義､反共産主義を掲げ､ルーマニア民衆の正教的な信仰に訴えかける極めて
民族主義的な運動を特徴とし､広い大衆的な基盤を得ることになる｡と同時に､
首領コドレアヌの強いカリスマ性､また軍事的組織を保有し､時にはテロも辞
さないという方針を有するというファシズム的な色彩の濃い運動でもあった｡
この｢レジオナール運動｣は選挙運動による広報･認知活動と､のちにブクレ
シュティヘ進出し､知識人層を取りこんだことにより､飛躍的に勢力を伸ばし
ていく占｡
1938年国王カロルⅡ世が政党政治を廃止し独裁制を敷いたが､ 1940年､ソ連､
ハンガリー､ブルガリアからの圧力に属しきれず領土を割譲してしまう｡それ
に対する国民感情の悪化に抗しきれず､亡命｡その後､親ナチスのアントネス
ク元帥の独裁が始まり､第二次大戦へとなだれ込んでいく9｡戦況の悪化にとも
ツ人41%､ユダヤ人40/.､ウクライナ人32%､ロシア人23%､ブルガ1)ア人20%､ジプシー2{H'な
と,とな-,ているり統合1川｣の少数上亡族の割合は8%以下であったr】 Ibld p 285日宗教的にも､ルー
マニア八の多くはルーマニアll-教会に所鳩し､憲法でもl-E(l家の宗教として優遇されていたが､トラ
ンシルヴァ二ア地))を中心に東jJ帰･教会の信徒も多く有していた｡1
7　この運動あるいは組織は｢大人使ミカエル帯EIl]｣ (1927-1930)､ ｢鉄衛川GardedeFler｣ (1930-
1933) ､ ｢すへてを祖国のためにTotulpentru Tar孟｣ (1935- 1938) ､ ｢帯同運動MlSCarea LcglOnara｣ (194()
11941)などと名称を変えており､諸外rk】にはIronGuardとして知られているが､本発表では日本
でIiこく通用している｢レジオナール運動｣を解称として採用しておく0
8　藤嶋席は^ハイネンの研究を引いて､ ｢レジオナ-ル連動｣の岡員数の変化を不しているり1929年､
10OO人以卜｡ 1933年､ 28()OO人｡ 19351卜､ 34000人｡ 1937年､ 272000人｡藤嶋亮, ｢戦闘斯ルーマニ
アの市川運動-その研究史に関する鑑芳一｣ u東欧如升究』 22, 2()()(), p 42を参照り
9　この時則､ユダヤ人やジプシー(ロマ人)に刺する数十ノ｣-単位の大規模なホuコーストがおこなわ
れたようである｡
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ない44年､凶王ミハイ主導のクーデターがおこり､アントネスクを処刑､連合
国側で再参戦するという道を辿った｡第二次大戦後は､ソ連の影響のもと社会
主義国家の道を歩むことになる｡
このように大戦間期のルーマニアは､大変な混乱の時代でもあったが､同時
に教育制度の整備が準み知識人層に厚みが増してきた時代でもあった1｡oェリ
ア-デと同世代､いわゆる｢若い世代｣と呼ばれたルーマニア人として､戟後
フランスで活躍した思想家E.シオラン(1911-,95)や劇作家のE.イヨネスコ
(1909194)､国内に止まり哲学で名を立てたC.ノイカ(1909-87)らを輩出
しているo
それではそのような時代状況のなかで､エリア-デはどのような活動をおこ
なっていたのだろうか｡エリア-デの自伝資料が､その時期をどのように物
語っているのかを見てみよう｡
エリア-デは1907年3月､軍人の家庭に次男として生まれた｡ 12歳で最初の
小説を､ 14歳で新聞に論文を投稿し始め､大学人学を目前にして論文百本記念
を祝うなど早熟な少年時代をすごしたようであるo　ブクレシュティ大学に入学
後は､ N.イヨネスク11に師事し､学士論文ではルネサンス哲学を研究した｡そ
の後インドへと渡り(1928-31)､インド哲学とタントラ･ヨーガの実践的修
行を学び､それは帰国後に博十論文としてまとめられた12｡また､インドでの
実体験をもとにして1933年に出版された自伝的小説『マイトレイ』は､当時の
ベストセラーともなっているo
またこのころ｢クリテリオンCriterio山　グループの活動が始まる｡それはエ
10 7クレシュテ1'入学やヤーシ入学の総介入学化にともない､入学生の数も増えていった0 12O00人
(1919) -36000人(1933)o 『ルーマニア史2』 p 2540　しかし同叫にその人学/I:.の受けmLを社会
が用意できず､思うような職に-)けずあぶれる学生も多かつたし.
ll 1890-194Oo　ブクレシュティ人草で論理_学と形In'卜学を数える｡)エリア-デもしばしば投稿したH
刊誌『言葉cuv(jnllJ/』の編集主幹や凶⊥カロルII牡の顧問′tJlもつとめる(ノ　レジオナール運動に共感
し､ 3O年代においては連動のイデオローグでもあったn若い世代に絶入な人気があり､エリア-チ
はイヨネスクを終生師と仰ぎ､ルーマニア以外での名声がほとんと何もないにもかかわらず､ 1967
11'-発行のThe en'･yL･l()IJL,dlu I)/phl/(I.wJphyに``Nae Ionescu"の項を書いている.
12英語で肯かれた論丈であったがフランスEf1.に悉羽訳し､ 1936年パリとフクレシコテイの出版社から出
版され､好評を博す‖
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リア-デをはじめとした若い世代の集まりであり､当時のブクレシュティにお
ける俊英たちがさまざまなテーマで公開討論を行うものであった｡聴衆受けは
L々であったが､それがかえって社会不安が増大する世情にあって政府から臼
をつけられることとなり､二年ほどで活動は停止させられることとなった｡
同時期エリア-デはブクレシュティ大学で､イヨネスクの助手として講義を
うけもっていた130同時に文筆業も盛んに行っており､学術書や小説､新聞な
どへの論説文などを精力的に執筆している｡また国外の研究者とも旅行や手紙
を通じて交流を深め､土立財団の補助金を得てパリの出版社から出版した
Zalmoxis誌ではR.ペックッツオーこ､J.プシルスキー､ A.クマ-ラスワミ-､
C.クレメンなどが原稿を寄せている｡
また1938年には師イヨネスクとの距離の近さからレジオナールとの関係を疑
われ､逮捕､収容所へ送られるという経験も蒙っている｡収容所生活で肺を病
み､サナトリウムへ送られた後釈放された0 1940年､文化担当官としてロンド
ンへ､イギリスがルーマニアと国交を断絶した後には､ポルトガルのリスボン
-とわたり､終戦まで過ごすこととなる｡
終戦後はソ連の影響下で共産主義化してゆく祖国-帰ることがあf=わず､パ
リで亡命生活を送ることになった｡望郷の念はあったようであるが､以降二度
とルーマニアの地を踏むことがかなうことはなかった｡とはいえ､亡命ルーマ
ニア人文化組織に積極的に関わり､また､作家活動は母国語のルーマニア語に
こだわり続けた｡パリ時代以降の小説のほとんどが､亡命ルーマニア人雑誌に
おいて発表されている｡
エリアーデ研究とルーマニア/
さてこのような背景を理解したうえで､ルーマニア時代研究とこれまでのエ
リア-デ研究全体を橋渡ししておこう｡
20桐己においてエリア-デは､宗教学の枠を越えた受容と賞賛をうけながら
13講義は｢インド耶判二おける悪の問題｣ ｢オリエントの),Ii教における救済｣ ｢ウパニシャッドと仏教｣
｢宗教的シンボリスム｣ ｢仏教の雁史｣などの親日で開店された｡
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も､存命中から､用いる概念や方法論がしばしば批判されてきた｡主なもので
は､古くはE.リーチが､安楽椅子型の研究姿勢を批判している｡また､ R.シー
ガルは｢聖なるもの｣に対する非還元主義に､ J.Z.スミスはその｢比較｣と
いう方法論にかんしての問題提起を行っている｡そのようなものとは別に､｢宗
教｣概念批判の潮流にあいまって､本質主義的な態度をともなう彼の宗教学に
潜在する隠れた政治性をとがめる､ R.T.マッカナョンのような論者も出てき
た｡ただし近年では､宗教学の制度約･方法論的再検討という要請の強い北米
を中心に､ ｢エリア-デ批判｣それ自体が主題化されてしまうという事態も起
こっていることは問題点として指摘できる｡
このような流れにあって､現在の宗教学のプロパーは総じて彼の理論や方法
論について冷ややかな態度であり14､ B.レニーに代表される擁護派もそれを覆
すほどではないようである｡とはいえ最近でも､レニーによってML'rceaE/I-Ode:
ACritica/Reader (2006)というリーダーやL司際学会でのパれレをもとに幾つ
かの寄稿を加えたThelnlernationalEliade (2007)も編まれており､いまだエリ
ア-デへの関心が高いこととともに多様な研究の現状がうかがわれる15｡
一方で､このような理論的･方法論的な検討を主にする研究のほかに､伝記
的な研究も行われている｡基本的なものとしては､文献目録が1980年にD.ア
レ　ン　とD.ドウ　イ　ン　グによ　って作成され(MirceaE/lade:Annotated
Bib/iography) ､伝記もF.ツルカヌがMirceaEliade: Leprisonnier de l'histoire
(2003)を出版しているo　また､ヒ述したように70年代から80年代にかけてエ
リア-デ白身による口記と日伝ロケによる対談録が刊行され､この種の研究に
基本的な資料がそろっているのもそれを助けている｡)ここには､思想的な背景
日次の鶴岡賀雄の.三乗が現在の状況を良くあらわしている｡ ｢『規在のわれわれ=よ､エリア-デの理
論をそのまま受け入れ､その刑!論に拠ってさまざまなシj;敢現象を解釈し､坪解することはできない､
と感ずる｣鶴l判賀雄. ｢エ.)ア-デ･レTJギオースス｣島曲進.鶴岡/fiu雄編『(宗教)再考』ぺりか
ん社, 2004. pl19｡
15前E-では､ ｢イントロダクション｣ ｢エ1)ア-デの宗教珊解｣ ｢エリア-デのjJ法論｣ ｢エリアーチの
思想における問題とテーマ｣､後者では｢時間の幣化｣ ｢歴Ⅰ上の附釈｣ ｢インドの脈秋とェリア-チ
の『伝統ヰ義山｢歴史と謄史+.義J ｢),-;-:教学｣ ｢型なるものの弁計法と創造的解釈学｣ ｢神秘i:儀と
ll工数的伝統｣｢エリア-デの小説｣といったパート分けがなされているし､ルーマニア人あるいはルー
マニア,llJ.身の学者の論文も何本か掲載されている｡
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を明らかにすることで､理論的･方法論的研究にフィードバックしようと意図
が存在する｡すなわちその理論をよりよく理解するために､また､その学問の
あり方に､いかなる自己認識が､あるいは社会的な影響が存在したのかを明ら
かにしようとするためにであるo
このような流れで特筆すべきものに､ M.L,リケッツが1988年に発表した
ルーマニア時代の評伝､ Mircea Eliade: Romanian Roots 1907-1945の存在があ
る｡彼は存命中のエリア-デに直接師事した人物であり､ 1981年にルーマニア
に渡りブクレシュティの図書館およびエリア-デの実妹から資料を収集し､そ
の成果をこの本にまとめあげた｡序文に記されるその意図はまさしく｢エリ
ア-デの思想を正しく坪解するため｣であったo確かに1)ケッツが著述をして
いた時期は､ルーマニア時代のエリア-デが､ファシストであり反ユダヤ主義
者だったという話題がとりただされ､人格的な問題とその思想とが混乱して論
じられていた160そのため､断片的に論じられていたルーマニア時代の資料の
公開と整理が第一に目論まれている｡この本では当時のエリア-デの学問と小
説の両面､あるいは社会評論といった多岐に渡る執筆物やその社会的背景につ
いて論じられているが､残念ながらその後の思想や理論-の展開にはそれほど
多くの頁が割かれているわけではない｡とはいえ､ルーマニア時代のエリアー
デを論じるには必須の著作としてしばしば引用されることになる本となったo
ここまでルーマニア国外の研究状況を簡単に振り返ったが､それではルーマ
ニアではエリア-デはどのように受け入れられ､研究されてきたのであろう
か｡そもそも亡命の後､ついにエリア-デ自身は再びルーマニアの土を踏むこ
とがかなわなかった｡ 1967年になってようやく国内の雑誌に小説が掲載され､
その翌年にLatl-gdncisialtep(TvestL'ri (『ジプシー娘の宿･その他短編』)が刊行
されたのが､ルーマニアにおけるエリア-デ再評価の機運として挙げられる｡
しかし､チャウシェスク大統領が1971年からソ連からの自主独立路線をとった
こともあり､その研究は低調とならざるを得なかった｡しかし1989年の民主化
16 19721lAにそれをilr党する文章がイスラエル系の雑誌〃adotに掲載されたことが契機である()
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革命後は､堰を切ったように著書の復刊､関連文献や研究が発表されるように
なっている,,
著書の復刊はすぐにすすめられ､ 1991年には亡命以前のものがすべて刊行さ
れ､亡命後に他言語で著された学術書の翻訳も､現在｣三なものはほぼ出揃って
いる｡ほかにも亡命絶誌に書かれた小説群や日記や自伝のオリジナル版､書簡
集､小説を手稿から起こしたRomanuladolescentu/ui mE'op (『近視少年の物語』)
などや､ルーマニア時代の諸論文も編集され刊行されてきている｡さらには卒
業論文や博-I:論文も､ブクレシュティ大学の図書館から掘り起こされ陽の目を
みることになったo　また1996年から刊行されているScrierL'detinerefeシリーズ
は､エリア-デの若い頃の文章がその発表年毎にまとめられている｡
このような復刊や論文編集のほとんどにかかわる注臼すべき研究者として､
M.ハンドカの名が挙げられる｡存命中の工.)ア-デとも交流があった､ルー
マニアにおけるエ.)ア-デ資料研究の第一人者であるo　この人物の仕事として
は､ Mircea Eliade. Biobibliogrqfie (1997 - 2007) 17や1998年より刊行中のDosaru/
EIl･adeシ.)-ズ18の編集､また著作にいくつかのエ1)ア-デの評伝がある｡
このように現状ルーマニアは､著作-のアクセスが非常に容易な環境にあ
り､それもあいまって､タイトルに"Eliade''の名が冠された書籍は年間10冊程
も出版されている｡とはいえ研究書の出版状況を見るかぎりでも､国外とは逆
に､全般に文学の分野に偏っている｡これは彼がルーマニア国内では､小説家
と認知されている比重が大きいことからくるものであろう190またブクレシュ
ティ大学に宗教学の講座が存在しないことも､宗教学者としての側面の研究が
進まない原因として考えられる2°o他方で､ルーマニア･フォークロアの研究
17 1号四巻｡エリア-デの著作および手稿､書簡などや､諸外国語のものも含めた関連文献の網羅的な
Ej録U項目数は11331点｡
18 -14巻以下続刊(, 『ェリア-デ･ファイル』{つ丼にルーマニア語での､エ1)7-デへの∩-及のある文
章をj一越ごとあるいは年代川削二川行｡
19エリア-デが般初にルーマニアでその7.を'Ruられるのは､1933年の小説『マイトレイ』の成功をも-｣
てしてであり､その後もしばらくその影響にあった｡
20そのためルーマニアでは!,]ニ数学は､神J7:I:か粁デ:､あるいは印度学などのF位部門として認知されて
いるようである｡ブクレシュティ大学に宗教学講座を設立しようとする動きH体は継続的にIT'在す
るものの､いまだ′夫硯には到っていないn
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においては､しばしば著書や論文の引用や言及が見られることがある｡それ以
外では彼を哲学者とみなし､その解釈学的側面やシンボリズム諭を対象とした
研究も存在する｡
またやはりルーマニアでも､亡命以前のエリア-デの政治活動についての注
目は高い0 7:extele HlegE-onare"sL despre `'romdnism" (2001)はそのような関心の
高さに答える形で出版されたものである21｡同様の関心は｢若い世代｣に対し
て共有されているようであり､国内の有名な哲学者C.ノイカ､フランスで活
躍した思想家E.シオランもその対象となっている220 ｢彼らは右翼だった｣とい
うのはごく一般的な認識として共有されているようだが､研究者においては
｢当時の社会的状況をかんがみると関与もやむをえない｣などといった消極的
な擁護はまだ良いものの､評伝的著作においてその関与を意図的に省くなどと
いったものも存在する｡レジオナール運動の評価と後に名をはせる当時の若い
知識人層の関係をどのような距離で研究するのかというIhrJ題は､当事者の同と
していまだ途上であるといえる｡
"De cred †n biruinta Miscarii Legionare"
｢レジオナール運動の勝利を信じる理由｣と題され､ 1937年11月17日付けで
レジオナールの機関紙『福音bunavestlre』に掲載された文章が存在する.そこ
では｢私は､わが民族の運命を信じている｡新しい人間によるキリスト教的革
命を私は信じている｡自由を､入関性を､愛を私は信じている｣と高らかに､
レジオナール運動が称揚されている｡そのサインは誰あろう"MirceaEliade"と
記されてあった｡
イスラエル系のルーマニア語刊行物(Tladot)を通じて紹介され､エリア-
21た[=Lこの本の編7iであるハンドカは､擁護的な立場から序文を告いている｡またエリア-テの愛
I市川勺な卜Fj長をまとめたものとして1990年光子｣-のPro/etTjm 'lE'mane5C Vo/ 2 R('mdma ln (,1LJrmll/LJ (『ルー
マニアの啓小2永遠のルーマニア』)があったが､息国的にかレシオナ-ル関連の記卦ま省かれて
いる｡
22 ｢fTい世代｣の牽･Jr者的地位にいたN　イヨネスクについても､著作日録や論文集の刊行がすすんで
いる(,エリア-デのイヨネスクに関する言及を集めたMtrceaE/Lade Ft/edespreNaelone･S(zJ (2008)
も鮎まilj=L,
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デとレジオナール運動との関係がとりざたされる契機となったのが､この文章
の次のような文言であった｡
ルーマニア民族は歴史上最も痛ましい腐敗の内にその命を終えてしまう
のだろうか｡貧困と梅毒によって苦しめられ､ユダヤ人によって征服され､
外国人によって引き裂かれ､付値レイのために堕落させられ､裏切られ､
売られたすえに23.
この文言のためエリア-デには反ユダヤ主義者というレッテルが貼られ､そ
れにファシスト､右翼などという非難が続くことになった24｡しかしエリア-
デは､このような攻撃に対してなんら弁明も反論もせず､沈黙を守った25｡そ
れではエ1)ア-デは､反ユダヤ主義者､ファシスト､右翼だったのだろうかo
そもそも､レジオナール運動との関連はいかなるものだったのだろうか｡自伝
資料はこの点について､具体的にはほとんど何も語ってはくれない260
しかしエリア-デが､レジオナール運動のある側面を高く評価していたこと
は間違いないだろうo
現在､全世界が革命のしるしのもとにある｡しかし､他の民族が､階級
闘争と経済優先の名において(コミュニズム)､あるいは国家の名におい
23 MlrCea Ellade, Te.rlele h/egLl)nureMII despre =romd〃I一m, ''CluJ-Napoca Ed】tura Dacla, 2()01, p 63 - 61
24 1)ケノツはこの文章LLl体がエ1)7-デのものではないと報;I;-している｡リケノツがこの文章に-)い
てエリア-デに尋ねたところ､ ｢寄稿を求められ断つたが､雑誌に発いた覚えのないFLl'J)の名前の
史草を発見し驚いた｣という返答があつたという, MacL RICketts, MlrceaEIEade TheRomanLan
R()∫)t9, 1907-1945. New York Columbla UnlVCrSlty Prcss, 1988, pp 928-929日　ただし､幣1938咋1月
14nィ､jで朽びl‖J機関紙にエリア-デの名で寄せられた.ぅ己事が確認されており､ほかにも親レジオ
ナール的な発=uT内容の記事が1935年から38年にかけて10本前後存在する,,
25同様の状況にあったシオランが誤りと認め､糊寺の思想を否'JiIしたのとは対照的である,,とはいえ
エリア-デは学術的な講n削二おいてでさえ､沈黙をも-)て答えることがしばしばあ-)た,
26 1938年の逮捕的､レジオナールとの絶縁五言吉への署名を拒否したエピソードが語られるくらいの
ものであるU Lかしまたエリア-デが軍LJ]員であったという具体的な証拠も､今のところ,rlLJ出され
てはいない｡湖‡のブクレシュティにおいてはイヨネスクの唱導のもと､ I-.い知識人層の多くがこ
の連動に共感を示していたこと､ ｢クリテリオン｣メンバーの小には軍卜jr員となる者がいたことは
Ii意しておかねばならない.,
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て(ファシズム)､あるいは人種の名において(ナチズム)､革命を進めて
いるのに対して､レジオナール運動は大大使ミカエルのしるしのもとに年
まれた｡そしてそれは神の恩寵によって勝利を得ることだろう｡
そのため､現代のどんな革命も政治的なものであるのに対して､レジオ
ナ-ル革命は､スピリチュアルでキリスト教的な意味を持つ｡あらゆる硯
代の革命が､ある社会階級やある人間による権力の克服を目的とするのに
対して､レジオナールの革命は､首領の言うように､民族の至上の騰いや
ルーマニア民族の神への改懐を目的とする｡
そのため､レジオナール革命は､歴史上これまで行われてきたあらゆる
ものとは異なる意味を有する｡レジオナールの勝利は､わが民族の美徳の
復興､勤勉で立派で力強いルーマニアの復興をもたらすだけでなく､新た
なヨーロッパ的生活と調和する新しい人間omnouの誕生をももたらすも
のである｡新しい人間は決して何らかの政治運動から生みだされたことは
なく､常に精神的な運動から､内面的な変革から､生まれたのであが70
この文章においてエリア-デは､コミュニズム･ファシズム･ナチズムと対
比させて､レジオナール運動の政治性を否定し､精神的な活動であることに価
値を見出している2㌔　また､ルーマニア民族の正教的な民族性をレジオナール
運動の核心として捉えられていることは見逃せない｡同時に注目したいのが
｢新しい人間｣という言葉が記事中に見られることである｡ここではあきらか
にルーマニア民族が達成しうる理想的な人間として示されている29｡しかしこ
の語は､亡命後に著された『永遠回帰の神話』などにおいても使われており､
そこでは､東洋的な修行における人間状態の超越が指摘され､ ｢そこに含まれ
27 Te.rle/e HJegEO〃u'･enIl desJu･e HmmdnLSm/'p 64 (下線,Jr rJH者) n
28この文面をもってして､撫論エリア-デが｢ファシスト｣でなかつたということはできない.】ここ
で想'/iiされているのは､ソ連の｢共耗+J義｣､ドイツの｢ナチズム｣に1)l滞されるイタリアの｢ファ
シズム｣であろうからであるリ
29ただし1)ケソツによれば､ ｢新しい人間｣という言葉日体は革新系の左ん両陣営､すなわち共庫+
義E･もレジオナールも使-〕ていたというし､ RICketts, MErCeuEILade　71heR()manlunRol)tt, 599-601 】
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ているのは､新しい人間の創造である十一日とのように用いられている｡ルーマ
ニア民族主義と離れがたく結びついているかのように用いられていた｢新しい
人間｣の語が､その後の学究においてあらためて捉えなおされていることは興
味深い｡
とはいえ､なぜエリア-デが親レジオナール的な立場を取ったのかを､ ｢～
主義｣であったからであると決め付けるのは問題である｡あるいは親レジオ
ナール的な立場を取ったことをして､ ｢～主義了であると決め付けるのも同様
であろう｡)レジオナール運動自体の評価もいまだ定まっているとはいえず､ま
た運動自体が幾たびか変節を被っているということをかんがみれば､画一的な
評価を退け､むしろ当時のルーマニアの社会､文化､政治などの文脈に置いて
考えなければならない問題であるo
エリアーデのルーマニアとルーマニアのエリアーデ
ここまでの研究状況の概観を踏まえ､今後の課題について言及してみたい｡
まずエリア-デへの学界の関心はすでに､理論の止誤･叶否というよりは､学
説史的な問題となっていることは認めなければなるまい｡その上で彼が果たし
た役割をどのように評価するのかという意味で､人物史的研究が重要度を増し
ている｡そのため､批判するにせよ再評価するにせよ､彼が生まれ､思想的･
学問的な形成期を過ごしたルーマニア時代の研究は､避けては通れないものと
なっている｡)これまでエリア-デの思想的背景を扱う研究においては､自伝や
H記､インタビュー集などが主たる資料であった｡しかし､日記は元の三分の
一程度に編集されており､かつ亡命以降のものしか刊行されていない〔)自伝も
語られていることが限定されており､語られていないこと､特にレジオナール
運動とのかかわりについては､非常に乏しいものとなっている:う1.
3() M】rcea EILadc, C(,LYm()･V tIndjIIVlWy The Myth ',rThL, E/i,rn`1/ Rclurn, New York HilrPer & Brothcrs､ 1959.
p159
31最近邦訳が1~り子JーされたC-H　ロケによるエリア-チ-のインタビュー『迷何の試煉』の仰説におい
て､奥llr倫明はエリア-デの193O-40年代の政tIf]関'j-という問題に触れ､次のように述べているL,
｢エ1)7-デが語らなかったことと､エリアーチが語り､岩き記したことをJL!JpJ.らし合わせ､さらに
汁.～代背景についても改めて検討を加えることによって､このll.'教′?'･片･小説家の陰影に富んだ全休
-88
ここを埋めるためにも､ルーマニア時代の彼の豊富な言論活動を対象とした
研究は不可欠である｡特にその思想がいかにして形成されたのかを､当時の
ルーマニアの社会的.文化的状況に照らしながら明らかにする必要がある｡当
時はルーマニア社会の激変期でもあり､エリア-デが強くそのことを意識し著
述活動を行なっていたことがうかがえるからである｡この時期エリア-デは強
く社会参加､社会変革を志向しており､それは民族の悲願だった｢大ルーマニ
ア｣成立(1919)後の世代､新たな目標を自ら設定することが叶能な世代に属
する､という強烈な自己認識から発せられたものであった｡特にエリア-デの
レジオナール運動とのかかわりは､もはや自明とされているが､しかしそれが
どのような社会への意識と結びついているかという点は､後に近代批判を伴っ
た西洋近代人の救済という問題と深く関わる理論展開を行なっていることを考
えると重要である｡また亡命後､政治的な言論-の沈黙がいかなる意味を持つ
のか､良く知られた普遍性を志向する後の彼の宗教学と民族主義的活動は断絶
しているのか､それとも形を変えて継承されているのかについて､検討されね
ばならないだろうo　またエリア-デは亡命以降､政治活動をパタT)と止め､学
究活動と亡命ルーマニア人向けの小説の執筆に専念するようになるが､強い民
族主義的な主張はそれとともに潰えたのか､それとも新たなかたちで取り込ま
れたのかは､ひとつの課題となろうoすなわち､ ｢亡命｣という環境と読者(と
著述方法)の変更によってもたらされたエリア-デ本人の内的な変容は､どの
ように表出しているのかという関心である｡
また､政治活動への参加はブクレシュティ大学の学牡の頃から意識されてい
たが､インドからの帰国後より顕著なものとなってあらわれてくるo　ここで興
味深いのは､当時のエリアーチの関心の変遷である｡ 12歳のエリア-デの最初
の小説｢私はいかにして賢者の石を発見したのか｣の道具立てのひとつとして
錬金術がすでに登場している｡このころから次第にオリエント学と宗教史に傾
像が､ /｢後､よりいっそうlUJらかになっていくにちがいない｡そのfり代のファシズムと知識人の関
係は､エ1)ア-デ個人に収赦される問題でない｣｡奥Ill倫明. ｢解説　エリアーチを円満するため
に｣ミルチャ･エリアーチ　u迷宮の試煉』作品朴, 2()()9. p287..
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倒するようになり､卒業論文はルネサンスを題材としたものであったが､むし
ろそのなかにある秘教的要素が主題であった｡また博論では良く知られている
ようにヨーガを取り扱っているo秘教､オリエント､インド.非ヨーロッパ世
界の探求はむしろエリア-デに､人類共通の智のありようを意識させたようで
ある｡そののち翻って､ルーマニア･フォークロアの研究-も向かっているの
が興味深い｡そう考えるとむしろ､人類共通の智のあり方-の確信があったか
らこそ､そのような非ヨーロッパ的な探究へ向かったのかもしれない､と考え
ることもできよう｡そもそもその探求は､ルーマニアの外部に､ルーマニアの
失われた､あるいは認識不能となっている､ある種の霊的な智のありようを見
出すためのものであったようにも思えるo　またこのような思考法に､ R.ゲノ
ンの伝統主義の影響を見出すこともHJ.来よう:～2｡一見してもそれは､本質主義
的な聖概念､あるいはhomL"eligiosusといった人間理解につながっていくもの
である｡とはいえ少なくとも､インドからブクレシュティに帰l叫したエ1)ア-
デは､ ｢若い世代｣を中心とした言論グループ｢クT)テリオン｣で申し､的役割
をはたし､その討議を公開したり､インドでの体験のラジオ放送､ルーマニア
の社会や文化､政治についての愛国的な記事を善くなど､活発な社会参加的言
論活動を開始している｡そこには､ルーマニア民族としての新たな認識様式を
提示しようとする態度を見て取れるのではないだろうか｡
本稿で明らかになった課題を端的に示せば､エリア-デの｢ルーマニア時代
と亡命以降の連続とイく連続｣となる｡いい意味でもわるい意味でも普遍性の強
いエリア-デの宗教学理論と､当時の民族主義的な文章､すなわちルーマニア
民族を鼓舞し､同年代の若者に新しい時代の到来と自覚を促す文章とは容易に
は結びつかない｡しかし､ルーマニア民族をアジテ-トするために用いられる
omnou(新しい人間)"の言葉や､レジオナールの闘二しの死に際し上梓された
32近年エリア-チ-のケノンの伝統_上克､特に束JJ伝統への傾倒や人類JF,'適の霊的な坪という考え~万
の影響は､ N　スピネトらによって収り　F-_げられている()いくつかの概念は伝統主舟芹の川いるも
のを惜川Lているのは疑いない｡またゲノンについてLE11接Ei及したELl巾がすでに､ 1927年にはう巨大
されているo　とはいえ思想形成卜の一部であって､彼の全体をケノンの伝統主義に帰してしまうも
のではないだろう｡
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文章に見られる礼賛的な解釈のなかに､後の大宗教学者の理論的萌芽をうかが
うことができる｡このような課題に取り組むにあたっては､一面的な評価から
一度距離をとり､また当時の資料からそのときのエリア-デの意図がどこにあっ
たのかを､明らかにする必宴がある｡そのうえで､どのような理解のもとでそ
のような運動に参加していったのかを明らかにしなければならないだろう33｡
しかし少なくとも､亡命以降の著作においてはじめて､聖概念が体系的にそ
の著作に導入されるようになる31｡またそれまでしばしば書いていた自伝的小
説のスタイルを､幻想文学に大きくシフトするのも亡命以降であるo　これらの
転換を経年的なもの､偶発的なものと捉えるのは簡単だが､単なる生活環境の
変化を越えた実存的転換をそこに読み込むこともできる｡これまではルーマニ
ア時代を独立して扱うものや､亡命という体験を重視していてもそれ以前との
関係までは手が回っていないもの､あるいは後の理論につながる個々の人物か
らの思想的影響関係の指摘などにとどまっていたエリア-デの思想形成上の諸
問題を､このような視点でとらえなおすことにより､エリア-デが固執した人
間の宗教性への積極的評価や､宗教学に課した文化的･社会的役割の問題に､
新たな光を投ずることが出来るはずである｡
附　記
本稿は､ ｢大畠記念宗教史学研究助成基金｣の助成によって行われたルーマ
ニアでの資料収集及び現地調香にもとづく研究成果の一部である｡
33ここで意図するところは､例えば､レジオナール運動を規在の歴史的評価から取り扱ってしまりた
り､エリア-テが想起し轄構成したものである‖ムを過度に垂毅祝しすぎないことであるu lL爺を
尖ff的に決J/t的な川来事ととらえ､レソテルや神i=,.T,化された過去を排除した卜で､ ､11時の請じ奉賛料
からその州遠を浮かび】がらせることが瓜実であるr,
34エリア-デのヒエロファニー論は､あまねくft■]なるものを同一軸卜に扱うことによりて､一見Ii了妙
にJitえる宗教規象に開かれた解釈を吋能とするものであった｡
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Present Situation and Problem of the Study
Concerned to Eliade in his Romanian Age
Shintaro SATO
Mircea Ellade (1907-1986) is the scholarorreligions andthe novelistborn in
Romania. He lS most famous theorist of study ofrelfg10nS in 20th Century. However,
recently, his theory is abandoned by many scholars ln academy ofreliglOuS StudleS･
so, I want to rethink his thought and why it had been received broadly, to reveal his
good points and possibility･ His thought is related to his various works and his life
itself. So, 1 wanttoresearchhow it is connectedto these･ I thlnkthat, especially,
Romania that Eliade spent hlS young age has an important position･
In this article, I will organlZe and prepare to the study concerned to the relations
between Eliade and Romania･ First, 1 try to research his Romanian age･ His thought
in Romanian age is very nationalistic evidently･ But his emlgre age's thought and
theory lS unlVerSal andcomprehensive･ How shouldwe putthis? Next, 1 try to
introduce the situation of study concerned to Eliade in recent Romania･
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